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12月の展望

Report 2023 December○2

Report 2023.12

　2023年の日本株は堅調な推移が目立つ1年間
であった。この背景は、①日本経済のデフレ脱却
の動きが本格化、②企業統治の改善が進展、③ア
ジア域内のリスク分散手段としての魅力、などが
挙げられる。
　2024年の注目の一つは｢新NISA｣。投資家層
の拡大による株式取引の増加など、需給面での好
材料が期待される。企業側としても投資家を取り
込むために増配や株主優待の拡充、企業IRの積極
化などが考えられ、投資家とのコミュニケーショ
ンが促進されよう。
　足元の日経平均株価は10月末に一時30,538
円まで下落した後、11月20日には33,853円と、
バブル崩壊以降の最高値を一時更新した。中間決
算の好調や米国CPI上昇率の低下などが好感され
た。今後は高値警戒感からスピード調整の可能性
はあるが、好配当利回り(P3参照)や需要拡大が
期待される半導体関連の投資比率を高めるタイミ
ングとなろう。 （11/27 田部井)

新NISAを踏まえた投資行動がポイント

11月の銘柄・業種別騰落率（10/31→11/24）調整局面は好配当利回りや半導体関連



銘柄
スクリーニング
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◇予想配当利回りが指数平均を上回る、ROE8％以上のプライム市場銘柄
（選択条件）
・予想配当利回り3.5％以上の東証プライム指数採用銘柄（同指数加重平均配当利回り2.23％）
・予想PER15.0倍以下（東証プライム予想PER15.21倍）
・自己資本比率40%以上、かつROE（自己資本利益率）が8.0％以上
・株価が、長期トレンドを見る目安となる200日移動平均よりも上に位置
・株式時価総額が大きい上位30銘柄を選択

（データは11月24日現在）

好配当利回り銘柄



特  集
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　プライム市場の24.3期2Q(7-9月)と23.12期3Q(7-9月)の決算が出揃った(図表1、2)。金融を除く
24.3期上期(4-9月)実績の前年同期比増減は、売上高4％増、営業利益20％増、経常利益5％増、当期利益
3％増となった。2Qの経常利益減少はSBG(9984)の投資ファンドの評価損、IHI(7013)の航空機エンジ
ン不具合への補償に伴う損失などのほか、広い業種で中国の景気回復遅れや対中輸出規制の影響もみられた。
一方、トヨタ(7203)、ホンダ(7267)など自動車大手は、生産や販売の回復に加え円安効果で増益幅が拡
大した。
　23.12期3Q累計(1-9月)は前年同期比で売上高5％増、営業利益2％増、経常利益1％増、当期利益1%減。
減益は構造改革中の楽天G(4755)の影響が大きい。

　24.3期2Q決算発表とともに、通期計画を修正し
た企業は473社。うち、経常利益(または税引前利
益)を上方修正した企業は324社、下方修正した企
業は149社となった。
　図表3では経常利益の上方修正率が大きい企業の
うち、時価総額の大きい企業をまとめ、営業利益の
修正率を併記した(トリドール、SUBARU、トヨ
タ、豊田合成はIFRS採用により経常利益→税引
前利益)。
　期初からの円安進展で為替前提を見直した企業が
目立つ。また、ここもとの原燃料価格の上昇に対し
価格改定が進んだ業種では、利益率の改善により持
続的な成長が期待できよう。 (大部)

Ⅰ 東証プライム市場の24.3期上期(4-9月)は前年同期比5％経常増益

Ⅱ 24.3期経常利益計画を上方修正した企業

（出所）QUICKより内藤証券作成（11/22時点） （出所）QUICKより内藤証券作成（11/22時点）

（出所）QUICKより内藤証券作成（11/22時点）
（注）時価総額2,000億円以上、売買代金25日平均10億円以上

直近決算集計

（図表1）24.3期の前年同期比増減率 （図表2）23.12期の前年同期比増減率

（図表3）24.3期2Qで経常利益上方修正企業
（前回会社発表比、％）
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ⅠPO
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12月のIPOは前年比4割超減少
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来年の金融政策へ関心が移行12月の
スケジュール


